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研究ノート

日本の看護ならびに小児看護における
音楽療法の概念分析

－Rodgersらの概念分析のアプローチを用いて－

ConceptAnalysisofMusicTherapyNursingandPediatricNursinginJapan:
UsingtheApproachoftheConceptAnalysisofRodgersandOthers

伊藤良子
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旭川大学保健福祉学部保健看護学科
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抄 録

【目的】日本の看護ならびに小児看護における音楽療法の概念分析を行い，定義を明確にし，看護なら

びに小児看護における音楽療法の活用の示唆を得ることである。

【方法】Rodgersらの概念分析のアプローチを用いての概念分析を行った。

【結果・考察】看護に関するもの３３文献からでは，先行要件は６つ，属性は３つ，帰結は６つが抽出

された。看護に関する概念は「患者と家族の日常生活場面や医療を受けるさまざま看護場面において，

患者と家族をリラックスさせ，患者と家族の意欲と生活能力を引き出す看護ケア」と定義した。

小児看護に関するもの１２件からでは，先行要件は５つ，属性は３つ，帰結は６つが抽出された。小

児看護に関する概念は「子どもと家族の日常生活場面や医療を受ける場面において，子どもと家族をリ

ラックスさせ，本来持っている子どもと家族の能力を引き出すケア」と定義した。

【結論】２つの概念から，さまざまな看護場面で音楽療法を活用することにより，患者と家族のＱＯＬ向

上につながる看護実践の推進をする重要性を含んでおり，概念に基づく看護実践ならびに小児看護実践

に向けてのさらなる研究が必要である。

Ⅰ．は じ め に

音楽療法は，補完・代替療法（Complementaryand
AlternativeMedicine：CAM以下CAMと略す）の一つ

である。音楽療法は，対象者である人間を全人的に把

握し，個別性を重視した対象者の良好な状態の維持や

治癒の促進へ治療目標をもって，非侵襲方法で行う点

で，看護と類似していると推察する。

看護場面で音楽を利用することについては，林の

「看護場面において音楽を利用した論文の文献的考

察」によると１９６３年から１９９０年文献の最古のものが

１９６４年のものであり，５０年以上にわたり看護場面で

音楽を利用した音楽療法がおこなわれていたと考えら

れる１）。

長瀬らの２００９年から２０１０年における看護職者９６

人 へ の 調 査 に よ ると のCAMへ の 関 心 は８２人

（８５.４％），CAMを積極的に取り入れるべきと考える

人８９人（９２.７％），CAMの定義を知らない人６５人

（６７.７％）であり，活用し たことがある人５０人

（５０.１％）であり，療法別に見た関心と活用経験では，

アロマセラピー，マッサージに続く３番目が音楽療法

で７名（１４.０％）であった２）。

医学中央雑誌web（Ver.5）（１９８３年～２０１４年）で

の検索では，キーワード「音楽療法」４１４５件，「音楽
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療法AND看護」９５４件（内原著３２５件）である。原

著論文でみると１９８６年から２０１４年報告の５年ごとの

動向は１９８５～１９８９年で１２件，１９９０～１９９５年で４５

件，１９９５～１９９９年で４５件，２０００～２００４年８７件，

２００５～２００９年８９件，２０１０～２０１４年４７件であり，

実践・研究が行われてきていることがわかる。

川島みどりらが行っている看護音楽療法を見てみる

と，野田の音楽運動療法を継承していると推察され

る。

野田燎（医学博士）が提唱している音楽療法とリハ

ビリテーション療法を融合させた音楽運動療法（The
Musico-KineticTherapy）は，音楽を用いた様々な方法

で脳を賦活することにより，残存している脳機能の働

きを活性化させ，対象者のADL（日常生活動作），QOL
（生活の質）の改善を目指すものとしている。野田は，

音楽家，医師，看護師，理学療法士，作業療法士の密

接な協力があって音楽運動療法は成立するとし，各地

の脳神経外科病院，リハビリテーション病院，障害児

教育施設，特別養護老人ホームなどの協力を得て，認

知症や植物状態の患者，自閉症児などを対象に音楽運

動療法を実施し，時間をかけながら着実な成果をあげ

てきている。

しかし，音楽療法は，小児から高齢者までを対象と

し，様々な場面，方法で看護ケアとして取り入れられ

ているが，看護ケアとしての音楽療法として十分に確

立はされていない。さらに小児については，文献も少

なく日々の看護ケアとして十分に確立し，実践として

の継続性ができていない。

このような原状から，看護ならびに小児看護におけ

る音楽療法の概念を明らかにすることは，看護ならび

に小児看護における音楽療法の活用の示唆を得ること

とケアの広がりと充実につながり，看護実践の質の向

上につながると考える。

Ⅱ．研 究 目 的

Rodgersらの概念分析のアプローチを用いて，日本

の看護ならびに小児看護における音楽療法の概念分析

を行い，定義を明確にし，看護ならびに小児看護にお

ける音楽療法の活用の示唆を得ることである。

Ⅲ．方 法

１．概念分析

本研究は，Rodgersらが提唱した概念分析法（evolu-
tionarymethod）を参考にして分析した。本方法は，概

念の歴史的背景を探り，概念に関する合意内容を確認

し，概念に関する意見の一致および不一致の範囲を区

分することによって，概念を明確にする帰納的記述的

探索法である。

２．データ収集方法

Rodgersらは，サンプリングの一般的なガイドとし

て，着目した分野から３０件，あるいは総数の２０％程

度の文献を選択するように推奨しているため，それを

参考に文献を収集した。

看護に関するものは，医学中央雑誌web，CiNiiの，

出版年から２０１５年まで，「音楽療法」AND「看護」の

キーワードによる２０１５年５月末日時点での検索結果

は以下であった。

医学中央雑誌webでは，「音楽療法」４３９１件，「音

楽療法AND看護」１００９件（内原著４２７件）であっ

た。CiNiiでは，「音楽療法」１９８７件「音楽療法AND
看護」１５１件であった。

検索された文献の中から，文献のタイトルや抄録を

確認し，健康障がいのある患者と家族を対象とした内

容を本研究の対象文献として適性を判断し，原著論文

の中から入手可能なもの３３件を分析対象とした。

小児看護に関するものは，医学中央雑誌web，
CiNii，科研究費助成事業データベース，機関リポジト

リ学術情報検索のデータベースを使用し，出版年から

２０１４年までの「音楽療法」AND「看護」AND「小児」

でのキーワードによる２０１４年６月から７月時点での

検索結果は以下であった。

医学中央雑誌webでは６２件（内原著が１３件），CiNii
では，５件，科研究費助成事業データベースでは，４

件，機関リポジトリ学術情報検索のデータベースでは

０件であった。

検索された文献の中から，文献のタイトルや抄録を

確認し，対象文献として適性を判断し，原著論文とし

て入手可能なもの９件と，会議録の中から入手可能な

もの１件と必要と思われる文献２件を追加し，１２件を

分析対象とした。
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Ⅳ．結 果 ・考 察

１．看護に関するもの（使用文献一覧を表４に示す）

１）先行要件

表１に示すように６つの先行要件が抽出された。

【不安・ストレス】【疼痛による苦痛】【意欲低下】

【意識低下】【情緒不安定】【生活行動困難】である。

２）属性

表２に示すように３つの属性が抽出された。

【個別性・安全性に配慮した音楽療法】【他の療法と

のコラボレーションによる音楽療法】【継続的音楽療

法】である。

３）帰結

表３に示すように６つの帰結が抽出された。

【積極的・自主的行動変化】【身体機能の維持・向上】

【不安・ストレス・疼痛の軽減】【意識状態の維持・

改善】【生活行動改善】【患者と家族のQOLの向上】

である。

４）看護における音楽療法の概念モデル

以上の結果から看護における音楽療法の概念モデル

を図１に示す。

音楽療法は，小児から高齢者までを対象とし，病院，

施設，在宅と多様な看護の場において，看護ケアとし

て展開されてきた。個別性・安全性に配慮した音楽療

法，他の療法とのコラボレーションによる音楽療法，

継続的音楽療法により様々な効果が得られ，音楽療法

と看護ケアの融合による患者と家族のQOL向上につ

ながる看護実践の推進につながる重要性を含んでい

る。

以上のことより看護における概念は「患者と家族の

日常生活場面や医療を受けるさまざま看護場面におい

て，患者と家族をリラックスさせ，患者と家族の意欲

と生活能力を引き出す看護ケア」と定義した。

２．小児看護に関するもの（使用文献一覧を表８に示

す）

１）先行要件

表５に先行要件の結果を示す。

５つの先行要件が抽出された。

【外来待ち時間】，【入院・検査・処置・手術に対す

る不安・ストレス・疼痛・苦痛】【情緒不安定】，【生

活行動困難】，【子育て支援】である。

表１ 日本の看護における音楽療法の先行要件

主 な 内 容サブカテゴリーカテゴリー

手術への不安 慣れない環境への不安 親と離れる不安さまざまな状況に対する不安

不安・ストレス
緊張 ストレス緊張やストレス

妄想が目立ち 幻覚 不穏に対する鎮静薬使用

頻回にナースコールを押す
不安やストレスから行動変容

変形性膝関節症患者の膝関節痛

創部痛 疼痛
傷や疾患による痛み

疼痛による苦痛

痛みによる血圧上昇痛みからくる身体症状

自発性の低下 抑うつ状態 表情が乏しい 意欲が低下

継続意欲低下
感情の鈍麻や意欲減退

意欲低下
人との関係性が築けない コミュニケーション障害

閉じこもり 生きる活力低下
周囲（他者）との関係維持に支障

意識レベルの低下意識レベル
意識低下

傾眠傾向 見当識傾眠や見当識等意識障害

情緒不安定 精神不安定感情の不安定さ
情緒不安定

感情のコントロールができない 拒否的行動感情の非コントロール

昼夜逆転 睡眠時間の乱れ 覚醒リズムが破綻生活リズムの乱れ

生活行動困難

認知症高齢者，障害児（者）の要介護

立位保持や歩行は困難 寡動，易転倒性
自力での日常生活行動困難

麻痺や安静による長期間の臥床による活動性の低下

嗄声（手術時の反回神経損傷のため会話に支障）

未就学児のため腹式呼吸習得困難

難治の疾患，加齢による心身機能の低下

言語障害 右上下肢弛緩性麻痺

パーキンソン病による身体機能低下 日常生活全介助

想起力低下

疾患や未成熟・加齢による 身体機能

の低下・不足
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表２ 日本の看護における音楽療法の属性

主 な 内 容サブカテゴリーカテゴリー

個別で音楽に合わせた運動，歌唱

個別対応で１／ｆ揺らぎを多く含む音楽を用いて

個別歌唱

個人セッション

人工呼吸器装着患者への個別での受動的音楽療法

回想を促す音楽療法

個人に合わせたプログラムでの

音楽療法

個別性・安全性に配

慮した音楽療法

セラピストが楽曲ごとに，演奏に向かうところから終わりまで，状況に合わせたアセ

スメントを行い介入する

それぞれの音楽体験を話題にしたケア

個人のニーズに沿った音楽療法

医師・看護師は，患者の全人的健康を向上させるために，患者の健康状態やニーズを

音楽療法士へ情報提供を行い，音楽療法士は患者のニーズを反映した音楽療法プラン

の作成と実行に関与する

音楽療法士，医師，作業療法士，言語聴覚士，看護師，介護福祉士等によって構成さ

れる音楽療法チーム

多職種と患者参加による音楽療法

医療スタッフ・家族ともに本人と歌う

多専門職者により構成される音楽療法チームを組織

チームで個々の状態に合わせた

安全な音楽療法プラン作成

日常生活活動への音楽併用療法

認知症予防活動の体験学習として音楽療法とレクリエーションを提供

民謡，童謡など対象になじみの深い曲を用いた集団音楽療法

他の活動と音楽療法の併用

他の療法との

コラボレーションに

よる音楽療法

温罨法と音楽聴取を組み合わせたケア

なじみの音楽と回想法

音楽療法とコラージュ療法（前半：音楽療法，後半：コラージュ療法）

ぜんそく音楽教室で，音楽を使って腹式呼吸法を練習

看護音楽療法

呼吸法と童謡・抒情歌等の歌唱指導を実施

他の療法と音楽療法の併用

４年間の音楽療法

２年間計５４回にわたる創造的音楽療法

１回３０～６０分，週２回，計８～１０回の個人セッション

呼吸法と童謡・抒情歌等の歌唱指導を２年６ヵ月にわたり実施

療法チームを組織し，１回３０分間週２回，計１０回の個人セッション

音楽療法とコラージュ療法を月２回１時間のセッション

（前半：音楽療法，後半：コラージュ療法）で１２回実施

定期的な実施

継続的音楽療法

音楽療法士から引き継ぎ音楽療法を訪問看護師が継続他職種連携による継続

音楽療法は，待合室，手術室，回復室の３部屋で行われた場面や状況に合わせて継続

２）属性

表６に属性の結果を示す。

【看護師によるBGM使用の受動的音楽療法】，【音楽

療法士や音楽家による生演奏の受動的音楽療法】，【参

加型セッションによる生演奏の能動的音楽療法】３つ

の属性が抽出された。

３）帰結

表７に帰結の結果を示す。

６つの帰結が抽出された。

【家族の前向きな行動へ変化】，【母児双方のリラッ

クス】，【積極的・自主的行動変化】，【身体機能の向上】，

【不安・ストレス・疼痛の軽減】，【児と家族のQOL
の向上】である。

４）小児看護における音楽療法の概念モデル

以上の結果から小児看護における音楽療法の概念モ

デルを図２に示す。

小児看護における音楽療法は，小児看護の場である

病院の外来や病棟における治療や検査・処置・手術の

場面，地域における育児不安に対する子育て支援や障

がい児へのQOLの向上のための，BGMや生演奏によ

る受動的音楽療法，参加型セッションによる能動的音

楽療法を音楽療法士と連携を取り入れることができ，

様々な効果が得られている。

以上のことより小児看護における音楽療法の概念は

「子どもと家族の日常生活場面や医療を受ける場面に

おいて，子どもと家族をリラックスさせ，本来持って

いる子どもと家族の能力を引き出すケア」と定義した。
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表３ 日本の看護における音楽療法の帰結

主 な 内 容サブカテゴリーカテゴリー

ええ曲だったなど音楽聴取に対して肯定的な評価

患者の意欲，積極性の向上
意欲が向上・積極的行動に変化

積極的・自主的行動

変化 子どもが病気に対して前向きに取り組む姿勢を確認

心身両面に働きかけるケアとして，心身機能の低下があっても自立した生活を維持す

る上での支援策として有効 認知症高齢者の自発性を引き出す

前向きで自発的な行動に変化

神経心理学的有効，精神状態安定，ＮＫ細胞活性

神経難病に対する全セッション終了後免疫能の改善
身体機能の改善身体機能の維持・向

上
未就学児が無理をせず，楽しく，腹式呼吸を習得できた身体機能の獲得

表情の改善 笑顔が増える 正常血圧領域へと収束する傾向

望ましい非薬物療法の一方法となっている

冠状動脈疾患患者に対する音楽療法は心負荷にならない療法

子どもが泣かない 孤独感の軽減

緊張が緩和された

表情・身体に変化

不安・ストレス・疼

痛の軽減

創痛のコントロールされた患者は，音楽療法によりストレス緩和

個人の好みの音楽または抽象音楽がストレス緩和
ストレス緩和

イライラ感などが良好な状態へ変化 感情的安定 情緒性の改善

遊んでリラックス いつも張りつめていた気持ちが楽になった

保護者も子どもたちと歌い，リクリエーション

情緒性の改善 情諸の安定気分転換

感情コントロール

リラックス

疼痛のある対象者に対して，温罨法と音楽聴取を組み合わせた ケアが疼痛の緩和疼痛緩和

開眼する回数の増加意識の改善
意識状態の維持・改

善 幼少期を回想

注意力や集中力の向上
記憶，思考力の維持・向上

夜間睡眠中の覚醒回数が減少生活リズムの改善

生活行動改善

会話のきっかけコミュニケーション能力を呼び戻す 対人交流の活性化 協調性の

改善

共に歌うことや共に，楽器，特にピアノ活動において，療法士から学ぶ姿勢が見られ

た

落ち着き，コミュニケーションもはかりやすかった

ナースとのコミュニケーションの改善

歌を通じて，コミュニケーションにおける成長 拒否的行動の減少

他者との良好な関係づくり

社会的機能が向上 成長・発達支援としての効果

ＱＯＬの向上 患者の理解力改善・向上
本人のＱＯＬ向上

患者と家族のＱＯＬ

の向上

医療スタッフが音楽療法実践の意義についての理解が得られた

患者と医療者，音楽療法士の間にチームとしての協力体制が次第に築かれた

医療資源の乏しい地域においても，在宅療養を支えるチーム医療に寄与できる療法

認知症予防としての活動が地域に根付きかけた

医療資源としての療法

参加した患者が音楽療法実践の継続を希望している

外来から８年間ずっと継続して参加した患者がいた
療法の継続

患者本人のみでなく家族も参加 子どもの頑張る姿をみて親は安心家族のＱＯＬ向上

図１ 看護における音楽療法の概念モデル
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表４ 日本の看護における音楽療法の概念分析使用文献一覧
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表５ 日本の小児看護における音楽療法の先行要件

表６ 小児看護における音楽療法の属性

表７ 日本の小児看護における音楽療法の帰結
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Ⅶ．結 論

Rodgersらの概念分析のアプローチを用いて看護な

らびに小児看護における音楽療法の概念分析を行っ

た。その結果，【看護に関するもの】は３つの属性，６

つの先行要件，６つの帰結を抽出し，概念は「患者と

家族の日常生活場面や医療を受けるさまざま看護場面

において，患者と家族をリラックスさせ，患者と家族

の意欲と生活能力を引き出す看護ケア」と定義した。

【小児看護に関するもの】は３つの属性，５つの先行

要件，６つの帰結を抽出し，概念は「子どもと家族の

日常生活場面や医療を受ける場面において，子どもと

家族をリラックスさせ，本来持っている子どもと家族

の能力を引き出すケア」と定義した。２つの概念から，

さまざまな看護場面で音楽療法を活用することによ

り，患者と家族のQOL向上につながる看護実践の推

進をする重要性を含んでおり，概念に基づく看護実践

ならびに小児看護実践に向けてのさらなる研究が必要

である。

利益相反

開示すべきCOIは存在しない。

本論文は，２０１５年７月に開催された日本小児看護学

会第２５回学術集会と２０１５年１２月開催の第３５回日本

看護科学学会学術集会で発表したものをまとめたもの

表８ 日本の小児看護における音楽療法の使用文献

図２ 日本の小児看護における音楽療法の概念モデル
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である。
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